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初
代
騎
馬
像
の
制
作

　
仙
台
城
本
丸
跡
に
立
つ
伊
達
政
宗
騎
馬
像
は
、
仙

台
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、

そ
の
騎
馬
像
が
二
代
目
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
最
初
の
騎
馬
像
は
、
伊
達
政
宗
の
没
後
三
百
年
を

記
念
し
て
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
年
に
行
わ
れ

た
「
伊
達
政
宗
公
三
百
年
祭
」
の
記
念
事
業
と
し

て
、
宮
城
県
青
年
団
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
作
が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
銅
像
の
建
設
場
所
や
服
装
に
つ
い
て

は
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
仙
台
城
本
丸
跡
に
甲

か
っ
ち
ゅ
う冑

騎

馬
像
で
建
設
、
制
作
は
宮
城
県
柴し

ば
た田
町
出
身
で
帝て
い
て
ん展

委
員
も
務
め
た
彫
刻
家
小こ

む
ろ
と
お
る

室
達
に
依
頼
す
る
こ
と
が

一
九
三
三
年
に
決
定
し
ま
す
。
依
頼
を
快
諾
し
た
小

室
は
、
史
実
の
考
証
・
馬
の
研
究
か
ら
始
め
、
二
年

の
歳
月
を
か
け
、
騎
馬
像
制
作
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
一
九
三
五
年
、
東
京
の
伊い

と
う
ち
ゅ
う
ぞ
う
し
ょ

藤
鋳
造
所
で
完
成
し

た
騎
馬
像
は
、
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
四
・
八

ト
ン
以
上
と
巨
大
な
像
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
引
か

れ
、
仙
台
の
地
を
目
指
し
、
五
月
一
二
日
に
出
発
し

ま
し
た
。
沿
道
の
県
内
市
町
村
で
は
、
多
く
の
人
び

と
が
「
藩
祖
」
の
「
お
国
入
り
」
歓
迎
の
た
め
に
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
六
日
に
本
丸
跡
に
到
着
、

一
八
日
に
無
事
台
座
へ
と
据
え
付
け
ら
れ
、
二
三
日

に
、「
伊
達
政
宗
公
三
百
年
祭
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

除
幕
式
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
属
類
回
収
令
と
銅
像
出
陣
式

　
そ
れ
ほ
ど
熱
烈
に
迎
え
ら
れ
た
騎
馬
像
で
し
た
が
、

本
丸
跡
を
去
る
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
戦
争
の
激
化

に
伴
い
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
八
月
「
金
属

類
回
収
令
」
が
出
さ
れ
る
と
、
仙
台
市
で
も
様
々
な

金
属
製
品
の
回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い

に
、
一
九
四
四
年
一
月
に
、
政
宗
騎
馬
像
も
供
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
月
二
二
日
、
銅
像
前
に

お
い
て
「
出
陣
式
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
年
の
八
月
に
は
、
市
長
今い

ま
む
ら
た
け
し

村
武
志
を
は
じ
め
、

旧
仙
台
藩
領
水み

ず
さ
わ沢
の
出
身
で
元
内
大
臣
の
斎さ
い
と
う
ま
こ
と

藤
実
や

元
東
北
帝
国
大
学
総
長
の
本ほ

ん
だ
こ
う
た
ろ
う

多
光
太
郎
ら
の
銅
像

五
二
基
が
仙
台
市
集
会
室
に
お
い
て
「
壮
行
式
」
を

行
い
、
供
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
市
長
の
今

村
武
志
は
、「
銅
像
は
や
が
て
身
を
砕
き
、
い
わ
ゆ
る

玉
砕
し
て
弾
丸
、
戦
車
と
な
り
艦
船
、
魚
雷
と
な
っ

て
再
起
し
、
皇
軍
勇
士
と
共
に
敵
米
英
撃
滅
の
た
め

ご
奮
闘
な
さ
れ
る
こ
と
に
相
成
る
」
と
挨
拶
し
て
い

ま
す
。
政
宗
も
ま
た
、「
赤
だ
す
き
」
を
か
け
、
戦
地

へ
と
赴
く
べ
く
、
出
陣
式
を
執
り
行
っ
た
の
で
し
た
。

騎
馬
像
、
再
び

　
敗
戦
後
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
一
一
月
、

郷
土
史
家
石い

し
か
わ
け
ん
ご

川
謙
吾
が
、
塩し
お
が
ま竈

の
金
属
集
積
所
で
、

供
出
さ
れ
た
金
属
の
山
の
な
か
か
ら
、
政
宗
騎
馬
像

を
発
見
し
ま
す
。
石
川
は
、
騎
馬
像
を
救
う
べ
く
奔

走
し
ま
す
が
反
応
は
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
翌
年

九
月
、
つ
い
に
は
上
半
身
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

像
を
石
川
自
ら
買
い
取
り
ま
す
。
そ
し
て
一
〇
月
、

秋し
ゅ
う
き
た
い
さ
い
よ
い
ま
つ
り

季
大
祭
宵
祭
の
際
に
青
葉
神
社
へ
と
奉
納
し
ま
し

た
。
一
九
六
一
年
仙
台
城
三
の
丸
跡
に
仙
台
市
博
物

館
が
開
館
す
る
に
あ
た
り
、
青
葉
神
社
が
博
物
館
へ

と
寄
贈
、
そ
の
後
博
物
館
館
庭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
本
丸
跡
に
は
、
一
九
五
三
年
に
白
色
セ
メ

ン
ト
製
の
平
服
姿
の
伊
達
政
宗
像
（
柳や

な
ぎ
は
ら
よ
し
た
つ

原
義
達
制
作
。

現
在
は
移
転
し
、
大お

お
さ
き崎

市
岩い
わ
で
や
ま

出
山
城
跡
に
所
在
）
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
騎
馬
像
を
望
む
声
が

強
ま
り
、
一
九
六
三
年
、
仙
台
観
光
協
会
が
復
元
を

決
定
し
ま
す
。
す
で
に
制
作
者
の
小
室
は
こ
の
世
を

去
っ
て
い
ま
し
た
が
、
柴
田
町
に
銅
像
の
原
型
が
残

さ
れ
て
お
り
、
初
代
の
像
と
同
様
の
姿
で
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
九
六
四
年
一
〇
月
に
完
成
、

本
丸
跡
に
お
い
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
新
旧
騎
馬
像
が
仙
台
城
の
地
に
再
び

よ
み
が
え
っ
た
の
で
す
。

※
本
稿
で
は
仙
台
市
博
物
館
の
学
術
研
究
機
関
た
る
立
場
か
ら 

　
歴
史
上
の
人
物
名
に
敬
称
を
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
次
号
か
ら
は
新
コ
ー
ナ
ー
「
仙
台
藩 

歴
代
藩
主

の
横
顔
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

生
誕
４
５
０
年

伊
達
政
宗
の
生
涯
を
た
ず
ね
て

生
誕
４
５
０
年

伊
達
政
宗
の
生
涯
を
た
ず
ね
て

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
普
及
室  

二
上 

玲
子

「
伊
達
政
宗
騎
馬
像
」

第12回
（最終回）

◇観覧料：一般・大学生：460円（360円）、高校生：230円（180円）、小・中学生：110円（90円）
　　　　  ※（ ）内は30名以上の団体料金。このほか各種割引があります。詳しくはお問い合わせください。
◇休館日：毎週月曜日、12/28～3/30 ◇開館時間：9時～16時45分（入館は16時15分まで）

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター  ＠sendai_shihaku

検 索仙台市博物館 ⬅

生誕450年―伊達政宗と家臣たち ほか

TEL:022-225-3074

（左）重要文化財 黒漆五枚胴具足 伊達政宗所用
（上）重要文化財 縞モール地花鳥文様帯（三沢初子所用帯のうち）
（いずれも仙台市博物館蔵、展示期間：12/19～12/27）

旬の常設展２０１７秋冬
今年最後となる伊達政宗所用具足の実物展
示（12/19～12/27）をはじめ、政宗を支えた
家臣たちに関する資料を展示します。
他にも、重要文化財の三沢初子所用帯（12/5
～12/27・展示替あり）や仙台出身の横綱・二
代目谷風梶之助関連資料などを紹介します。

博物館休館のお知らせ
12月28日（木）～2018年3月30日（金）

館内設備改修工事のため、上記期間を休館とさせて
いただきます。
ご不便をおかけしますが、ご了承くださいますよう
お願いいいたします。

《休館中のお問合せ先》
電話：022－225－3074

（月～金 9:00～16:45）
FAX：022－225－2558

※再開館後、平成30年度の展覧会予定などにつきまし
　ては、決まり次第博物館ホームページや各種広報物
　でお知らせします。

今は上半身のみ残る初代政宗騎馬像
（仙台市博物館館庭）


